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クラブ会長方針 ： ～ 感謝５０周年 ～　歴史と『浪漫』そして『未来』への挑戦
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Anniversary

■ 会長挨拶 /今野文明 会長
本年度も終わりが見えてきましたので、ここからはロータリーから少し離れたお話をさせていた
だきます。 ちょうど開催中の五月場所も後半戦に入り、日本の国技である大相撲について少し触
れたいと思います。
私は約 30 年前、千葉青年会議所時代に「わんぱく相撲」の担当委員長を務め、千葉大会を勝
ち抜いた子どもたちを「全国大会・両国国技館」へ引率した経験があります。そのことがきっ
かけで相撲の面白さを知りました。今場所は両横綱が怪我で休場しており残念ではありますが、
現在の力士たちのファンサービスや努力もあって、かつての若貴時代に近い人気が戻りつつある
ようです。
そんな華やかな世界の裏で、真剣勝負の実力社会である角界に 18 歳で入門し、現在 5 年目と
なる新米力士がいます。本名は 村山 豪 といいます。 先場所から四股名を本名の「村山 豪」か
ら 「豪欧勝 大三」 に改名しました。
彼の父親は、以前当社の監査役を務めており、また千葉青年会議所時代からの親友でもあります。 豪欧勝は、元大関・琴
欧州が親方を務める 鳴戸部屋 に所属しています。この部屋には、関取の欧勝馬・欧勝海をはじめ、将来有望な若手力士
が 13 名在籍しています。この中で豪欧勝は、身長 169cm・体重 130kg と、現在の巨漢力士たちと比べると小柄ですが、
高校卒業前の初場所で前相撲デビューを果たしました。前相撲とは、番付に名前が載っていない新人力士の順位を決める取
組のことです。その前相撲の 3 月場所では、序ノ口で 7 戦全勝優勝を果たし、序二段へ昇進しました。 その後は怪我など
で苦しんだ時期もありましたが、今初場所では 西幕下五十一枚目 という番付に上がっています。素人ながら私の印象では、
下からの突き押し相撲で、元大関・貴景勝の相撲に似ていると感じています。
ご存じの通り、大相撲は番付社会であり、横綱を頂点とする幕内・十両までの約 60 名が「関取」と呼ばれ、相撲協会から
給料が支給されます。給料は番付によって異なります。 関取になると大銀杏を結い、外出時は羽織袴に雪駄、さらにタニマ
チと呼ばれる後援者からご祝儀などをいただくこともあります。一方、豪欧勝たち幕下以下の力士は「養成員」と呼ばれ、幕下・
三段目・序二段・序ノ口まで約 400 名が番付表に名前を連ねています。幕下以下には本場所出場手当として 16 万円が支
給されます。部屋での集団生活のため、食費や家賃はかからず、着るものは浴衣が中心です。関取は一場所 15 日間で毎
日相撲を取り、8勝すると勝ち越しとなります。 幕下以下は一場所 7番相撲を取り、4勝すると勝ち越しです。 本場所は年 6
回あり、一番一番の勝敗で番付を争う、まさに勝負の世界です。
豪欧勝本人はとても真面目な性格で、「もっと鍛えて、今場所は何としても勝ち越して上を目指して頑張ります」と話してい
ました。
幕下の取組は13時からNHK-BSで放送され、インターネットの「AbemaTV」では朝 9時半頃から全取組が視聴できます。 
今場所の豪欧勝の出番は、だいたい 13時過ぎ頃です。機会があれば、ぜひ応援してあげてください。

■ 四つのテスト/ 齋藤朋恵 会員
 　「言行はこれに照らしてから」
　　真実かどうか
　　みんなに公平か
　　好意と友情を深めるか
　　みんなの為になるかどうか

■ お客様
 ・大島丈生様（岡山西ロータリークラブ）
　格闘家をしておりました。佐倉市で町おこしのイベントを開催します。どうぞよろしくお願いいたします。
 ・本間隆行（千葉信用金庫　稲毛支店　支店長　入会予定者）
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■ 幹事報告
・千葉幕張ロータリークラブ主催のアートフレンズ展が本日より 24 日（日）まで、千葉市美術館にて開
催しております。何らかの障がいがありながらアートする人たちの作品です。時間を見つけて顔を出して
いただき、鑑賞はもちろんクラブ間の友好を深めていただけたらと思います。

■ 委員会報告
社会奉仕委員会
ふれあい花壇植替えに斎藤会員の旦那様含め13名のご参加をいただきました。ありがとうございました。
花壇の手入れ中、稲毛区民の皆さまにも声かけいただきました。とても美しく仕上がりましたので皆さま
ぜひご覧ください。次回は11月の予定ですが、その前に除草を行います。引き続きどうぞよろしくお願
いします。

■ 一年を顧みて　会場監督　桜井隆宏
今年度、SAA会場監督を務めました桜井です。副SAAに花光会員、賀来会員、小松会員の 4名で活
動してまいりました。私自身SAAは初めての経験でしたが、メンバーのご協力のもと一年間会場運営を
全うできましたことに感謝申し上げます。
クラブ内の風通しを良くするための試みとして、座席指定の例会を二回やりました。
７月の誕生月例会、９月の血液型例会です。普段座らない席で仲間とコミュニケーションをとり食事をし、
意義はあったと思います。
50周年関連では、12月のジョイントコンサート、3月の式典で司会の大役を仰せつかり、貴重な経験を
させていただきました。一年間ありがとうございました。

■ 一年を顧みて　ラーニングファシリテーター　渡邉岳仁
ラーニングファシリテーターの渡邉です。会員の皆さまには一年間、活動へのご理解とご協力を賜り心よ
り感謝申し上げます。 今年度のクラブは節目となる50周年を迎えるということで、この機会に組織とし
てさらなる成長を目指し、トップダウンではなくボトムアップによる運営強化を図るべく、青少年奉仕と
いう新たな目標を掲げました。
しかし、この目標を実現するためには、会員の皆さまお一人おひとりが事業に関心を持ち、主体的に関わっ
ていただくことが欠かせません。活動への興味や関心が高まれば、参加の輪が自然と広がり、事業は好循
環の中で力強く進んでいくということを、強く実感した一年でした。
どれほど優れた計画を立てても、関心が伴わなければ実行にはつながりません。だからこそ、皆さまが「自分ごと」として
事業に向き合える環境づくりが、今後の大きな課題であると考えております。50周年を新たなスタートとして、より活力あ
るクラブを皆さまと共に築いていけることを願っております。ありがとうございました。

■ 一年を顧みて　クラブ奉仕委員会　委員長　白井貴博
今年度、クラブ奉仕委員会委員長を務めました白井貴博です。
委員会構成は親睦活動委員会、会員増強・退会防止委員会、クラブ広報・ロータリー情報委員会、プロ
グラム委員会の 4委員会の委員長、副委員長であり、クラブ奉仕副委員長は不在のスタートとなりました。
今年度は50周年式典事業が主となり、そこに向けて親睦活動委員会、会員増強退会防止委員会、クラ
ブ広報・ロータリー情報委員会、プログラム委員会の 4委員会を活性化させることを活動方針として参
りました。4委員会の事業は比較的上期に集中されており50周年推進委員会と並行してグラブ事業の実
施ともあり、だいぶ苦労されましたが各事業ともにクラブの活性化に少しでもつながったように思えます。とりわけ私自身は
年 3回のクラブ奉仕委員会の実施を目標としておりましたが、最初の会員選考・職業分類の選任のみの開催にとどまり深く
反省しているところでございます。
4委員会の委員長、副委員長の皆様には多少の助言程度におわり、お役に立てず大変申し訳ない 1年でしたが少しでもお
力になれていれば幸いです。
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クラブ広報・ロータリー情報委員会  【委員長】 川﨑美嘉子 【副委員長】  *中村武弘・佐藤善一 【委員】  *荘司芳樹・*高橋健一郎・*足立啓輔・*坂本政和
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■次週プログラム
　5月26日（火）➡30（土）振替移動例会
　　親睦旅行　11:00千葉発
　6月2日（火）クラブフォーラム
　　「委員会活動の一年を振り返って」
　　12:30点鐘　京成ホテル ミラマーレ
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■ ニコニコBOX
 ・今野…本当に早いもので、本日の例会より「一年を振り返って」がはじまります。
 ・白井…クラブ奉仕委員会、一年間ありがとうございました。
 ・北村…大島様、岡山県から参加していただきありがとうございました。
 ・遠藤あけみ…5月だというのに真夏の暑さです。皆様お身体にお気をつけください。
 ・桜井…SAA一年間ありがとうございました。あと少しよろしくお願いします。
 ・高橋…暑いですね。
 ・小松…タチアオイが咲き始めました。皆様、熱中症に気をつけておすごしください。
 ・佐藤…今日は母、光子の命日です。存命中は皆様には大変懇意にして頂きありがとうございました。
 ・斎藤…花の植替え楽しかったです。

■ 一年を顧みて　会員増強・退会防止委員会　委員長　荘司芳樹
1 年を振り返って
本年度、会員増強・退会防止委員会の委員長を務めました荘司芳樹です。まず当委員会のメンバーを紹
介します。副委員長として野口アキ子会員、同じく友田直人会員、兼任委員として依田和孝会員、川崎
美嘉子会員、小池博子会員、遠藤あけみ会員、足立啓輔会員です。
　当委員会としては、昨年 11月４日にオープン例会を開催し、元名古屋国税局監査部部長で現在税理
士をされております、林健太郎先生をお招きして国税の監査調査について、講演をいただきました。当
日は、普段はあまり聞くことのない国税監査についてお聞きすることができましたし、その後の２次会で
はざっくばらんな話が聞けて大変興味深かったです。また、参加者が４９名、ゲストが１６名と多くの方にご来訪いただきまし
た、ゲストをお呼びいただいた会員の皆様にはあらためてお礼をお申し上げます。
　ゲストの方には例会後にメールと電話にてフォローの連絡を行ったのですが、なかなか仕事が忙しい等の理由で、入会に
結びづけられなかったのは残念でした。そんな中、当年度は斉藤会員、日暮会員、本間会員と３名に入会いただくことがで
きました。斉藤会員においては、入会早 ５々０周年の副司会をされるなど、即戦力で動いていただいてありがとうございました。
　その他、皆様にご協力いただき、無事に１年を過ごすことができました。１年間ありがとうございました。




